
みき
市議会だより

令和4年4月20日
発行：三木市議会
　　　三木市上の丸町10番30号
　　　TEL 82－2000（代）
編集：市議会だより編集委員会

184

１ みき市議会だより184号
令和４年３月 定例会
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3月
定例会
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定例会

　

３
月
定
例
市
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
29
日
ま

で
33
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
に
は
市
長
か
ら
各
会
計
の
令
和
４
年
度
当

初
予
算
や
令
和
３
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
24
件
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

抗
議
す
る
決
議
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
８
日
、
９
日

及
び
11
日
の
３
日
間
、
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い
、
11

日
に
は
令
和
３
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
６
件
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
残
る
18
件
の
議
案
の
う
ち
、
14
件
を
全
会

一
致
で
、
３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
す
る
と
と
も
に
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
廃
園
年
月
日
を
改
正
す
る
議
案
に

つ
い
て
、
緑
が
丘
東
幼
稚
園
の
廃
園
時
期
を
３
年
間
延

長
す
る
改
正
を
加
え
る
修
正
動
議
を
可
決
し
、
さ
ら

に
、
市
長
か
ら
追
加
提
案
さ
れ
た
令
和
４
年
度
補
正
予

算
な
ど
議
案
10
件
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
１
件
を
採
択
、
１
件
を

継
続
審
査
と
す
る
と
と
も
に
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意

見
書
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

▲ ４月に開通した別所ゆめ街道サイクリングロード（４月４日撮影）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

□おもな内容□
Ｐ２～５
　●議案等の審議結果
　●意見書
　●決議
Ｐ６～15
　●賛否が分かれた案件
　●質疑・一般質問
　●5月臨時会及び6月
　　定例会のお知らせ
Ｐ16
　●常任委員会審査報告
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条

例

等

可　決
（全会一致）　総合政策部にデジタル推進課を新設するとともに、総務部総務課文書・統

計係を総合政策部企画政策課に移管する。

三木市部等設置条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

　「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」の廃止に伴
い、その条項を引用する規定を改正後の「個人情報の保護に関する法律」の
条項を引用する規定に改める。

三木市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）　新型コロナウイルスの感染防止への対応として、テレワーク等を推進し、デジ

タル時代に向けた規制・制度見直しの一環として、行政手続における押印を
見直したため、所要の改正を行う。

職員の服務の宣誓に関する条例及び三木市固定資産評価審査委員会条例
の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

　人事院規則の改正に準じ、非常勤職員の育児休業及び育児部分休業の
取得要件を緩和し、妊娠又は出産等についての申出があった場合における
措置及び勤務環境の整備に関する措置を追加する。

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

　昨年度設けた団体の設立要件を定めた規定の適用の特例措置を延長し、
令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に限り、「設立から２年を経過
していないもの」とあるのを「設立から４年を経過していないものと」とする読替
規定を追加する。

三木市市民活動支援条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）　特許法等の一部を改正する法律の施行に伴い、三木市住民票の写し等に

係る本人通知制度に関する条例を改正する。

三木市住民票の写し等に係る本人通知制度に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可　決
（全会一致）

　乳幼児等福祉医療事業の対象者を１５歳以下から１８歳以下に引き上げ、
「子ども福祉医療事業」に改称するとともに、新たに高校生等の疾病又は負
傷について、入院療養に係る医療保険各法の給付が行われた場合に、当該
入院療養に要する費用の全額を助成する。

三木市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（可否同数により
　 議 長 裁 決）　条例改正案に緑が丘東幼稚園の廃園時期を３年間延長し、令和９年３月

３１日とする改正を加える。

三木市立認定こども園等の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する
条例の制定についてに対する修正動議（提出者：新井謙次議員ほか１名）

可　決
（全会一致）　地区計画の区域に青山７丁目地区計画の地区整備計画区域を追加する

とともに、追加する区域に係る建築物の用途等に関する制限を定める。

三木市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案等の審議結果議案等の審議結果
条

例

等
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予

算

可　決
（全会一致）

　幼保一体化計画の見直しに整合させるため、三樹幼稚園の廃止年月日を
令和１１年３月３１日に、自由が丘幼稚園の廃止年月日を令和９年３月３１日に
改めるとともに、当面継続する必要があるとして令和３年９月に廃止年月日を削
除した志染保育所の廃止年月日を令和１７年３月３１日と定める。

可　決
（全会一致）　消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部が改正され

たことに伴い、条例を改める。

三木市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

三木市立認定こども園等の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について　※修正議決された部分を除く

可　決
（全会一致）

可　決
（賛成多数）

一般職の職員の給与に関する条例及び三木市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

三木市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、条例を改める。
　議会の議員並びに市長、副市長、教育長、一般職の職員及び特定任期付
職員の期末手当の年間支給を引き下げるとともに、令和３年度の引き下げに
相当する額を調整する。

市道路線の認定について

可　決
（全会一致）市道路線の廃止について

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ343億8,000万円とする。
（主な内容）
・ 結婚新生活を支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔3,105万円〕
・ 吉川小学校・三木中学校のスクールバスを運行　　　　　　　　 〔5,035万円〕
・ 新型コロナウイルスワクチンの接種（３回目）　　　　　　　　  〔2億5,241万円〕
・ 高校生までの入院医療費の無償化　　　　　　　　　　　 　　〔795万円〕
・ 40歳以上の国民健康保険加入者が受診する特定健診の受診料無料化　　　
　　　　　　　　 　 　　　　　　　　 　　　　　　　　     〔1,000万円〕
・ 三木版健康アプリを導入　　　　　　　　　　　　　　　　 　〔3,181万円〕
・ 子宮頸がん予防ワクチンの積極的接種勧奨の再開　　　　　 　 〔1,112万円〕
・ 行政手続きのオンライン化を推進　　　　　　　　　　　　　 　〔4,370万円〕
・ 次期ごみ処理施設の整備（施設整備基本設計など）　　　　 　  〔9,708万円〕
・ し尿処理施設（クリーンセンター）の大規模改修　　　　　　　　  〔1,000万円〕
・ 青山７丁目団地再耕プロジェクトの推進　　　　　　　　　　  〔3億700万円〕
・ 公園施設長寿命化計画の更新　　　　　　　　　　　　　　  〔1,300万円〕
・ 使用しなくなった「ため池」の廃止　　　　　　　　　　　　　　〔1,510万円〕
・ 高規格救急自動車の更新　　　　　　　　　　　　　　　　  〔3,634万円〕

令和４年度三木市一般会計予算
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・ 山田錦の郷の活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2,500万円〕
・ スケートボードパークの整備　　　　　　　　　　　　　　　　  〔3,000万円〕
・ ゴルフを核にしたまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　〔7,350万円〕
・ ひょうご情報公園都市の整備の促進　　　　　　　　　　　　  〔3,900万円〕
・ スマートインターチェンジの整備　　　　　　　　　　　　　　　〔5,500万円〕
・ 上荒川吉安線の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔3,000万円〕
・ 農業生産者経営継続支援金を交付　　　　　　　　　　　　  〔9,210万円〕

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ90億2,000万円とする。

　「子育て世帯未来応援給付金」について、一部の支給対象者への給付が
令和３年度内に完了しないことから、事業費の一部を令和４年度に繰り越し
て給付するため、繰越明許費を追加

可　決
（賛成多数）

可　決
（賛成多数）

令和４年度三木市国民健康保険特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ15億2,600万円とする。
可　決

（賛成多数）
令和４年度三木市後期高齢者医療事業特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ73億300万円とする。
可　決

（全会一致）
令和４年度三木市介護保険特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ２億7,800万円とする。
可　決

（全会一致）
令和４年度三木市学校給食事業特別会計予算

　歳出予算の総額を、24億3,915万１千円とする。
可　決

（全会一致）
令和４年度三木市水道事業会計予算

　歳出予算の総額を、51億6,180万８千円とする。
可　決

（全会一致）

可　決
（全会一致）

令和４年度三木市下水道事業会計予算

　予算の総額に歳入歳出それぞれ5億9,165万9千円を追加し、374億9,329
万１千円とする。

（主な内容）
・ 国の補正予算を活用した道路整備や学校施設を改修するための費用を追加
・ 国民健康保険特別会計の累積赤字を解消するための繰出金と貸付金を追加
・ 国から追加交付を受けた普通交付税のうち臨時財政対策債の償還基金費を減
　債基金へ積み立てる費用を追加　
・ （仮称）兵庫県立総合射撃場整備に伴う市道上荒川吉安線など周辺整備のた  
　めの費用としての県拠出金を公共施設整備基金へ積み立てる費用を追加
・ 令和３年度中の各事業の予算の執行見込みに合わせ、不用額を減額

可　決
（全会一致）

令和３年度三木市一般会計補正予算（第10号）

可決（全会一致）令和３年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

可決（全会一致）令和３年度三木市介護保険特別会計補正予算（第２号）

可決（全会一致）令和３年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）令和３年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度三木市一般会計補正予算（第11号）
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請

願

国においては、地域格差なく誰一人取り残さないテレビ視聴環境を今後も維持できるよう、次の措置を講ず
るよう要望する。
１ テレビ難視聴自主共聴組合が保有する施設・設備の更新や改修費用に対する補助制度を創設すること。
２テレビ難視聴自主共聴組合が解散する場合の既存施設・設備等の撒去費用に対する補助制度を創設する
　こと。
３国から民間の光回線事業者に対して、地上デジタル放送のみを対象とした安価な光テレビメニューの創設
　を働きかけること。

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和４年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）令和４年度三木市介護保険特別会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和４年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

令和４年度三木市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度三木市水道事業会計補正予算（第１号）

　予算の総額から歳入歳出それぞれ6,948万５千円を減額し、343億1,051万
５千円とする。

（主な内容）
・ 令和３年の人事院勧告に基づき、議会の議員並びに市長、副市長、教育長、一般
　職の職員等及び特定任期付職員の期末手当を令和３年度分の引き下げと令和
　４年度分を合わせて減額

令和４年度三木市一般会計補正予算（第１号）

継 続 審 査
（全会一致）

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願

意

見

書

誰一人取り残さないテレビ視聴対策を求める意見書

　ロシアは、去る２月２４日にウクライナへ軍事侵攻を開始し、一般市民を含め多数の死傷者が出ている。また、
大統領命令により、ロシア軍の核戦力部隊が高度な警戒態勢に入ったことが公表されており、核攻撃の威嚇
もされている状況である。
　武力によるロシアの攻撃はウクライナへの重大な主権侵害であり、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、
安全を脅かし、かつ明らかに国連憲章に違反する行為であり、「非核平和宣言」を行った三木市議会として断
じて容認できない。
　よって、三木市議会は、ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し厳重に抗議の意を表明するとと
もに、ロシア軍を完全かつ無条件で即刻に撤退させるよう、国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。
　また、政府におかれては、関係各国及び国際社会との緊密な連携のもと厳格かつ適切な対応を講じられる
よう、強く求める。
　以上、決議する。

可決（全会一致）決

議
ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

次のとおり決議しました。
決　　　議

採択（可否同数
により議長裁決）三木市立緑が丘東幼稚園の閉園時期判断保留に関する請願

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　　　　　　　   （令和４年３月２９日可決、同日提出）

◆誰一人取り残さないテレビ視聴対策を求める意見書

◆ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

政 府 に 要 望 （要旨）
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ー
ス
で
学

ぶ
こ
と
で
一
定
の
教
育
水
準
を
確

保
し
て
き
た
が
、
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
自
ら
の
力
を
社
会
に
生
か

そ
う
と
す
る
力
の
育
成
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
自
ら
学
ぶ
授

業
ス
タ
イ
ル
に
変
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
時
間
を
有
効
活
用
す
る
と
と

も
に
個
々
の
興
味
や
学
力
に
合
わ

せ
て
自
己
の
目
標
を
追
求
し
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
力
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
授
業
の
ス
タ
イ
ル
を
全

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
個
別

学
習
に
変
え
る
の
で
は
な
く
、
一

斉
に
学
ん
だ
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
自
ら
学
ぶ
時
間
を
確
保
す

る
場
合
も
あ
る
。

　

今
後
、
教
科
の
特
性
や
発
達
段

階
、
学
習
内
容
に
応
じ
て
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
た
自
ら
学
ぶ
授
業

ス
タ
イ
ル
の
実
践
例
を
三
木
モ
デ

ル
と
し
て
集
約
し
て
い
き
た
い
。

②
協
働
型
・
探
求
型
の
授
業
に
お

い
て
は
、
複
数
の
意
見
や
考
え
を

議
論
し
て
整
理
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
で
の
分
担
や
協
働
す
る
こ
と
で

考
え
方
や
価
値
観
の
違
い
、
互
い

の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
多
様
な
考
え
を
取
り
入

れ
な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
学
習

を
通
し
て
実
際
の
社
会
で
活
用
で

き
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
、
自
ら
学
ぶ
授
業
ス

タ
イ
ル
へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
学

習
時
間
を
短
縮
し
学
習
効
果
を
高

め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
、

三木市立認定こども園等の設置及び管理等に関する条例の
一部を改正する条例の制定についてに対する修正動議

令和４年度三木市一般会計予算

令和４年度三木市国民健康保険特別会計予算

令和４年度三木市後期高齢者医療事業特別会計予算

三木市立緑が丘東幼稚園の閉園時期判断保留に関する請願

件　　　名
古
田
　
寛
明

堀
　
　
元
子

大
西
　
秀
樹

新
井
　
謙
次

板
東
　
聖
悟

大
眉
　
　
均

内
藤
　
博
史

松
原
久
美
子

藤
本
　
幸
作

岸
本
　
和
也

中
尾
　
司
郎

初
田
　
　
稔

草
間
　
　
透

泉
　
　
雄
太

穂
積
　
豊
彦

議
決
結
果

よつ葉の会
（４名）

公政会
（3名）

公明党
（2名）

日本共産党
（2名）

三木
新党
（1名）

走政
クラブ
（1名）

志 公
（2名）

※2
可決

※3
採択

可決

可決

可決

賛否が分かれた案件 賛成＝○　反対＝●

※1.大西秀樹議員（志公）は議長職のため、表決権はありません。
※2.採決の結果、可否同数であったため、議長裁決により可決されました。　※3.採決の結果、可否同数であったため、議長裁決により採択されました。
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○
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○
○
○
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○

○
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○

※1

議
　
長

答

問 　

３
月
８
日
、
９
日
、
11
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ
た
り
理
事

者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

質
疑
・
一
般
質
問

質
疑
・
一
般
質
問
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今
後
、
全
て
の
教
科
で
ど
の
程
度

学
習
時
間
短
縮
の
効
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
各
校
で
の

取
組
事
例
を
集
約
し
て
い
く
。

③
学
力
向
上
の
新
規
事
業
で
あ
る

未
来
を
創
る
学
力
育
成
三
木
モ
デ

ル
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
４
年
間

の
計
画
で
進
め
て
い
き
、
そ
の
計

画
や
取
組
内
容
、
目
標
設
定
、
そ

し
て
検
証
に
つ
い
て
は
、
学
識
経

験
者
や
学
校
長
な
ど
で
構
成
す
る

学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

協
議
し
決
定
し
て
い
く
。
市
全
体

と
し
て
、
三
木
モ
デ
ル
に
お
け
る

学
力
向
上
の
推
進
が
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
評
価
が
で
き
る
よ

う
に
目
標
設
定
し
て
い
く
。

　
　

自
ら
学
ぶ
授
業
ス
タ
イ
ル
、

　
　

協
働
型
・
探
求
型
の
授
業
ス

タ
イ
ル
に
移
行
す
る
に
は
、
４
年

計
画
の
中
で
、
１
年
毎
の
授
業
時

間
数
の
数
値
目
標
の
設
定
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

授
業
の
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に

　
　

は
、
教
職
員
の
意
識
改
革
が

必
要
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
、

そ
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
で
今
後
の
取
組
の
計
画
を
立
て

て
い
き
、
そ
の
中
で
、
市
教
委
と

し
て
も
先
進
地
の
事
例
を
示
し
て

い
き
た
い
。
一
方
で
、
各
学
校
で

も
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
生
か

し
様
々
な
方
向
か
ら
着
手
し
て
い

き
た
い
。

　
　

教
師
１
人
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で

　
　

は
個
別
最
適
化
の
学
習
は
不

可
能
な
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

間
違
え
た
問
題
に
関
連
す
る
問
題

を
自
動
的
に
提
案
す
る
よ
う
な
ア

プ
リ
を
市
の
予
算
で
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
習
熟

　
　

度
や
定
着
度
に
応
じ
て
Ａ
Ｉ

が
学
習
状
況
を
分
析
し
、
個
別
に

最
適
化
さ
れ
た
学
習
課
題
を
提
示

を
す
る
Ａ
Ｉ
型
の
学
習
教
材
の
導

入
に
つ
い
て
は
、学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
検
討
し
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　

公
政
会

　
　
　

 

岸
本
和
也 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
部
等
設
置
条
例
の
一

　
　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
施
政
方
針

　

・
口
吉
川
町
の
活
性
化

　

・
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策

 

施
政
方
針

　
　

①
株
式
会
社
サ
ン
ト
リ
ー
ホ

　
　

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
出
向
社

員
受
け
入
れ
と
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ア　

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

職
員
の
意
識
改
革

イ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
分
析

②
太
陽
光
発
電
施
設
に
対
す
る
条

例ア　

太
陽
光
発
電
施
設
に
対
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
今
起
き
て
い
る

課
題
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の

かイ　

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
に
対
す

る
法
定
外
目
的
税

③
持
続
可
能
な
健
全
財
政

　

健
全
財
政
を
打
ち
出
す
中
、
過

去
最
大
の
予
算
と
な
っ
た
理
由　

　
　

①
ア　

現
状
で
は
、
記
者
発

　
　

表
や
広
報
誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
、
市
が

何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
市
民
の
声
も
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、
民
間
の
広
報
分
野
で

十
分
な
経
験
を
持
つ
有
識
者
を
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
任
用

し
、
そ
の
高
度
な
知
識
や
経
験
か

ら
、
記
者
が
取
り
上
げ
た
く
な
る

情
報
の
見
せ
方
を
職
員
に
共
有

し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
つ
な

げ
て
い
く
。

イ　

情
報
発
信
の
効
果
を
検
証
す

る
た
め
、
媒
体
ご
と
の
利
用
者
特

性
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
市
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
投
稿
数
や
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
に
つ
い
て
計
測
し
て
い

る
。

　

過
去
の
投
稿
や
、
他
の
行
政
ア

カ
ウ
ン
ト
等
で
評
価
の
高
か
っ
た

投
稿
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
を

問

問

問

答

答

答
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基
に
市
民
の
興
味
あ
る
分
野
へ
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
整
理
を
行
う
と
と

も
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
効
果
的
な

市
民
の
興
味
に
つ
な
が
る
発
信
に

努
め
て
い
く
。

②
ア　

国
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
を
目
的
に
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る

が
、
地
域
環
境
に
合
わ
な
い
事
業

計
画
が
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
お

り
、
市
に
お
い
て
も
地
域
や
周
辺

住
民
等
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施
設
に

つ
い
て
は
、
県
の
条
例
に
よ
り
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
千
㎡
以

上
５
千
㎡
未
満
の
設
置
規
模
に
つ

い
て
も
、
県
の
条
例
を
参
考
に
、

設
置
者
、
市
、
土
地
所
有
者
の
責

務
を
明
確
に
し
、
雨
水
排
水
、
土

砂
の
流
出
防
止
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
反
射
、
植
栽
等
に
つ
い
て
、
景

観
や
居
住
環
境
そ
の
他
地
域
環
境

と
の
調
和
を
図
る
よ
う
条
例
を
設

け
る
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
市
民
の
意
見

も
考
慮
し
、
令
和
４
年
９
月
議
会

に
お
い
て
上
程
す
る
予
定
で
あ

る
。

イ　

こ
の
た
び
の
条
例
は
、
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
で
あ

り
、
法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
つ

い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

③
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
総
額
で
３
４
３
億
８
千
万
円

で
、
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
、

９
億
５
千
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

　

予
算
規
模
が
膨
ら
ん
だ
主
な
要

因
と
し
て
は
、
１
点
目
に
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
寄
附
金
の
増
加
に

伴
う
返
礼
品
等
の
経
費
及
び
積
立

金
の
増
加
、
２
点
目
に
過
去
に
10

年
を
超
え
る
長
期
で
借
入
を
行
っ

て
い
る
市
債
の
借
換
の
増
加
、
３

点
目
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
生
活
保
護
の
対
象
者
の
増

加
、
あ
る
い
は
福
祉
医
療
費
の
増

加
等
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
等
が

あ
る
。

　

全
体
と
し
て
予
算
規
模
は
大
き

く
膨
ら
ん
で
い
る
が
、
予
算
編
成

に
当
た
り
、
財
源
と
し
て
国
、
県

の
支
出
金
等
を
最
大
限
活
用
し
て

お
り
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
は
令

和
３
年
度
に
比
べ
て
、
約
６
千
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
市
の

一
般
財
源
の
負
担
を
抑
制
し
て
い

る
予
算
編
成
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
財
政
健
全
化
の
取
組
に

よ
り
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進

め
、
市
の
負
担
と
な
る
一
般
財
源

の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

公
明
党

　
　

  

松
原
久
美
子
議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
部
等
設
置
条
例
の
一

　
　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
施
政
方
針

　

・
防
災
対
策

　

・
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
人

　
　

材
育
成
と
就
労
支
援

 
防
災
対
策

　
　

①
昨
年
の
避
難
所
運
営
訓
練

　
　

の
成
果
と
課
題

②
避
難
所
指
定
要
員
と
な
る
職
員

を
中
心
に
（
※
）
避
難
所
運
営
訓

練
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
活
用

③
電
気
自
動
車
の
現
在
の
配
備
状

況
と
今
後
の
給
電
訓
練

④
防
災
会
議
に
外
国
人
の
視
点
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
と
防
災

委
員
と
し
て
国
際
交
流
協
会
か
ら

委
員
の
委
嘱
は
で
き
な
い
か

　
　

①
令
和
３
年
11
月
に
開
催
し

　
　

た
避
難
所
運
営
訓
練
は
、
例

年
の
市
民
参
加
型
の
訓
練
は
行
わ

ず
、
規
模
を
縮
小
し
、
市
で
は
初

と
な
る
職
員
を
中
心
と
し
た
避
難

所
運
営
訓
練
を
主
に
経
験
年
数
の

浅
い
避
難
所
指
定
要
員
を
対
象
と

し
て
行
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
職
員
が

実
際
に
避
難
所
運
営
を
経
験
し
た

こ
と
が
な
く
適
切
な
対
応
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
避
難
所

運
営
に
お
け
る
地
域
住
民
と
の
連

携
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

よ
り
実
践
的
な
訓
練
と
な
る
よ

う
、
例
え
ば
地
域
単
位
で
行
わ
れ

て
い
る
避
難
所
運
営
に
関
す
る
訓

練
に
避
難
所
指
定
要
員
が
参
加
し

て
地
域
と
共
に
訓
練
を
経
験
す
る

な
ど
、
様
々
な
開
催
方
法
を
検
討

し
た
い
。

問

答
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▲令和３年１１月に行われた
　　　　　　　　避難所運営訓練

②
職
員
の
対
応
力
の
向
上
と
地
域

住
民
と
の
連
携
強
化
を
図
れ
る
よ

う
、
地
域
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る

訓
練
に
事
前
の
机
上
訓
練
と
し
て

避
難
所
運
営
訓
練
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ

を
活
用
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
避
難

所
指
定
要
員
が
参
加
す
る
な
ど
、

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
活
用
と
避
難
所
運
営
訓

練
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で

の
４
か
年
で
、
購
入
６
台
、
協
定

に
よ
る
貸
与
４
台
の
合
計
10
台
の

配
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
末
現
在
、
市
が
購

入
し
た
日
産
リ
ー
フ
４
台
と
災
害

時
応
援
協
定
を
締
結
し
た
日
産
自

動
車
か
ら
日
産
リ
ー
フ
３
台
の
貸

与
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
市
内
で
大
規
模
停
電
が
発
生

し
た
際
に
は
合
計
７
台
で
の
給
電

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
達
成
ま
で
の
３
台
に
つ
い

て
は
、
三
菱
自
動
車
と
の
協
定
に

よ
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
貸
与
で
１
台
、
令
和
４
年
度

と
５
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
の
購

入
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

電
気
自
動
車
か
ら
の
給
電
訓
練

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

避
難
所
指
定
要
員
を
対
象
に
年
に

１
回
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
地

域
住
民
と
の
連
携
強
化
が
重
要
と

考
え
て
い
る
の
で
、
地
域
単
位
で

行
わ
れ
る
訓
練
へ
の
活
用
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
外
国
人
の
方
が
避
難
生
活
を
す

る
場
合
に
は
、
言
葉
や
食
事
、
習

慣
等
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

　

防
災
会
議
に
お
い
て
、
防
災
計

画
の
作
成
や
防
災
に
関
す
る
重
要

事
項
を
審
議
す
る
際
、
外
国
人
の

方
に
関
係
す
る
事
案
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人

の
視
点
を
持
っ
た
防
災
会
議
委
員

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

外
国
人
の
視
点
に
立
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
国
際
交
流
協
会
等

に
委
員
の
委
嘱
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

避
難
所
指
定
要
員
以
外
の
職

　
　

員
に
も
訓
練
の
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

指
定
要
員
が
訓
練
に
参
加
す

　
　

る
こ
と
が
第
一
で
は
あ
る
が
、

そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
も
知
識

が
広
ま
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
自
治
会
や
地
域
の

　
　

訓
練
で
も
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
市
は

対
応
し
て
く
れ
る
の
か
。

　
　

地
域
で
訓
練
を
し
て
い
た
だ

　
　

く
の
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

の
で
、
市
も
協
力
し
た
い
と
考
え

る
。※

避
難
所
運
営
訓
練
ゲ
ー
ム
Ｈ

Ｕ
Ｇ　

静
岡
県
が
開
発
し
た
、

避
難
所
の
運
営
を
疑
似
体
験
す

る
ゲ
ー
ム
で
、
避
難
所
と
な
る

体
育
館
や
教
室
に
見
立
て
た
平

面
図
に
、
要
援
護
者
に
配
慮
し

た
配
置
を
考
え
た
り
、
避
難
所

で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
を
机
上
で

訓
練
す
る

　

よ
つ
葉
の
会

　
　
　

 

初
田　

稔 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
地
場
産
業
山
田
錦
の
発
展

　

・
都
市
整
備

　

・
別
所
地
域
の
雨
水
対
策

都
市
整
備

　
　

国
土
交
通
省
の
（
※
）
狭
あ

　
　

い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
に

つ
い
て
、

①
市
内
の
狭
あ
い
道
路
整
備
に
こ

の
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

な
い
理
由

②
宮
前
地
区
の
整
備
計
画
に
も
こ

の
制
度
を
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
市
と
し
て
今
後
の

取
組

　
　

①
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進

　
　

事
業
は
、
狭
あ
い
道
路
の
解

消
に
よ
る
安
全
な
住
宅
市
街
地
の

形
成
や
建
築
活
動
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施

問

答 問

答

答

問
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す
る
狭
あ
い
道
路
に
係
る
情
報
整

備
や
安
全
性
を
確
保
す
る
必
要
性

の
高
い
箇
所
に
お
け
る
セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
国

か
ら
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
狭
あ
い
道
路

は
、
旧
市
街
地
内
の
地
籍
調
査
が

行
わ
れ
て
い
な
い
地
図
混
乱
地
に

多
く
残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

狭
あ
い
道
路
の
整
備
を
行
う
た

め
に
は
、
道
路
と
民
地
の
境
界
を

確
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
地
図

混
乱
地
は
実
際
の
土
地
の
位
置
や

形
状
が
法
務
局
に
備
え
て
い
る
地

図
と
相
違
し
て
い
る
た
め
、
道
路

の
位
置
確
定
が
難
し
く
、
ま
た
、

道
路
を
拡
幅
す
る
た
め
に
は
、
土

地
の
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
は
、
隣
接
す
る
土
地

所
有
者
の
同
意
が
必
要
と
な
る

等
、
土
地
の
境
界
確
定
が
大
変
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
対
し
、
狭
あ
い

道
路
解
消
へ
の
取
組
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
が
で
き
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
こ
と
が
本
事
業
の
活
用
に

繋
が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
て
い
る
。

②
狭
あ
い
道
路
が
多
く
残
る
地
域

は
、
建
物
の
建
替
え
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
木
造

の
建
築
物
が
密
集
し
て
お
り
、
防

災
性
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
密
集
市
街
地
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

県
に
お
い
て
平
成
27
年
度
に
密

集
市
街
地
の
解
消
を
進
め
る
た
め

の
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
、
取
組
の
必
要
性
を
改
め
て
認

識
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い

て
も
平
成
30
年
度
か
ら
密
集
市
街

地
改
善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
る
。

　

宮
前
地
区
は
本
市
に
お
け
る
密

集
市
街
地
改
善
の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
地
域
住
民
、
専
門
家
及
び

都
市
政
策
課
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
、
防
災
上
必

要
な
道
路
や
防
災
広
場
の
概
ね
の

配
置
等
を
示
し
た
地
域
防
災
ま
ち

づ
く
り
計
画
と
、
災
害
が
起
こ
っ

た
時
の
備
え
と
し
て
、
避
難
経
路

や
避
難
場
所
、
避
難
時
に
危
険
な

場
所
等
を
示
し
た
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、
令
和

３
年
度
末
に
整
備
の
基
本
的
な
方

針
が
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
地
域
防
災

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
に
詳
細
な

整
備
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
く
。

　

狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業

の
宮
前
地
区
に
お
け
る
活
用
は
、

本
事
業
の
期
限
が
令
和
５
年
度
末

と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
整
備
計

画
の
整
っ
た
建
築
基
準
法
上
の
２

項
道
路
に
面
し
た
建
替
え
等
で
道

路
拡
幅
が
必
要
な
場
合
等
で
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。
本
事
業
の
期

限
が
迫
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

か
ら
も
事
業
期
限
の
見
直
し
が
さ

れ
て
き
て
い
る
た
め
、
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
密
集
市
街
地
の
改
善
を

効
率
よ
く
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
国
の
交
付
金
事
業
の
活
用
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地

総
合
整
備
事
業
等
の
活
用
も
検
討

し
て
い
く
。
な
お
、
今
後
の
密
集

市
街
地
対
策
は
、
宮
前
地
区
を
モ

デ
ル
と
し
て
順
次
他
地
域
へ
広
げ

て
い
く
。

　
日
本
共
産
党

　
　   

大
眉
　
均 

議
員

【
質
疑
】

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　
　

正
予
算

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

　
　

算

【
一
般
質
問
】

　

・
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園
都
市
整

　
　

備

　

・
地
球
温
暖
化
対
策

　

・
教
育
の
ま
ち
推
進

　

・
国
民
健
康
保
険

  

地
球
温
暖
化
対
策

　
　
①
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

　
　
画
の
現
計
画
の
目
標
、
区
域

施
策
編
の
策
定

②
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に

か
か
る
基
本
計
画
（
処
理
方
式
、

整
備
費
用
）

車
等
の
緊
急
自
動
車
が
進
入
で
き

な
い
道
路
で
、
建
築
基
準
法
第
42

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、  

「
建

築
基
準
法
上
の
道
路
」
と
み
な
さ

れ
る

※
狭
あ
い
道
路　

幅
員
４
メ
ー
ト

ル
未
満
で
、
消
防
自
動
車
や
救
急

問
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（別表）

　
　

①
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進      

　
　

に
関
す
る
法
律
で
は
、
す
べ

て
の
地
方
公
共
団
体
は
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

実
行
計
画
は
２
種
類
あ
り
、
市

役
所
や
公
共
施
設
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共

団
体
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
事
務
事
業
編
と
、
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
及
び
中
核
市

に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の

他
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
区
域
施
策
編

が
あ
り
、
現
在
、
市
で
は
令
和
３

年
４
月
に
事
務
事
業
編
を
策
定

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

令
和
元
年
度
と
比
較
し
、
令
和
７

年
度
末
に
８
％
削
減
す
る
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。

　

区
域
施
策
編
は
、
一
般
家
庭
等

で
構
成
さ
れ
る
民
生
部
門
か
ら
事

業
者
等
で
構
成
さ
れ
る
産
業
部
門

ま
で
広
範
囲
に
わ
た
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
多
く
の
集
計
業
務
等
が

必
要
に
な
る
た
め
、
令
和
４
年
度

か
ら
５
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
外
部
有
識
者
２
名
を
招
い
た

研
修
会
を
開
催
す
る
等
、
ご
み
処

理
施
設
に
か
か
る
技
術
的
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
推
奨
す

る
処
理
方
式
や
施
設
配
置
計
画
、

概
算
費
用
等
を
調
査
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
４
社
の
メ
ー
カ
ー
か

ら
回
答
が
あ
り
、
単
純
焼
却
方
式

の
う
ち
、
炉
の
中
が
階
段
状
に
な

り
順
次
ご
み
を
送
り
出
し
な
が
ら

焼
却
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
ス
ト
ー

カ
式
に
よ
る
焼
却
方
式
と
生
ご
み

等
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

る
メ
タ
ン
発
酵
施
設
と
焼
却
施
設

を
併
設
し
て
処
理
す
る
方
式
で
あ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
の
２
つ
の

処
理
方
式
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ

っ
た
た
め
、
４
つ
の
基
本
方
針（
別

表
）を
踏
ま
え
検
証
を
行
っ
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
は
生
ご
み

等
か
ら
発
生
さ
せ
た
メ
タ
ン
ガ
ス

で
発
電
を
行
う
と
と
も
に
焼
却
施

設
で
も
発
電
を
行

う
こ
と
で
、
ス
ト

ー
カ
式
よ
り
大
き

い
発
電
量
を
達
成

し
、
二
酸
化
炭
素

の
削
減
効
果
も
大

き
い
こ
と
か
ら

（
※
）
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

持
続
可
能
社
会
の

形
成
に
寄
与
す
る

施
設
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
経

済
性
に
つ
い
て
も
補
助
率
の
高
い

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
が

活
用
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

整
備
に
あ
た
り
、
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
優
位
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
す
る
こ

と
と
し
、
庁
内
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備

基
本
計
画
を
決
定
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
あ
く
ま
で
も
メ
ー
カ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
時
点
で
は
あ
る
が
、

整
備
費
用
は
１
４
０
億
円
か
ら
１

５
０
億
円
、
そ
の
う
ち
交
付
金
や

起
債
等
を
除
く
一
般
財
源
は
約
14

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
整

備
内
容
の
具
体
化
を
進
め
る
中

で
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
も
十

分
に
検
討
し
て
い
く
。

　
志
公

　
　
　 

新
井
謙
次 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

　

・
三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル　

二

酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
か
ら
、
植
林
や
森
林
管
理

等
に
よ
る
吸
収
量
を
差
し
引
い
て

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

答
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【
一
般
質
問
】

　

・
三
木
市
幼
保
一
体
化
計
画
の

　
　

見
直
し

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

に
よ
る
市
内
小
・
中
・
特
別

　
　

支
援
学
校
・
園
の
状
況

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
緑
が
丘
小
学
校
土
砂
災
害 

　
対
策
工
事
の
実
施
）

　
　
緑
が
丘
小
学
校
の
敷
地
内
に 

　
　
あ
る
（
※
）
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
に
つ
い
て
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
か
ら
児
童

の
命
を
守
る
た
め
の
対
策
工
事
を

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指

定
は
い
つ
頃
さ
れ
た
の
か
、
工
事

対
象
区
域
の
現
状

②
工
事
費
と
工
事
内
容

③
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
保
護
者
、
子
ど
も
達
へ
の
周
知

　
　

①
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
県
が

令
和
２
年
３
月
31
日
に
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
し
て
い
る
。

　

指
定
を
受
け
た
緑
が
丘
小
学
校

を
含
む
緑
が
丘
町
西
１
丁
目
の
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
つ
い
て

は
、
市
有
地
の
法
面
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
度
事
業
と
し

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
委
託

し
、
４
断
面
の
土
質
調
査
、
斜
面

安
定
解
析
、
擁
壁
安
定
解
析
等
の

調
査
検
討
を
行
っ
た
。

　

検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、

法
面
全
体
は
良
質
な
土
質
が
分
布

し
て
お
り
、
現
状
で
は
、
崩
壊
の

危
険
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
法
面

対
策
工
事
は
不
要
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
緑
が
丘
小
学
校
体
育

館
裏
の
法
面
下
に
あ
る
擁
壁
に
つ

い
て
は
、
土
の
水
分
量
が
最
大
と

な
っ
た
場
合
に
擁
壁
が
不
安
定
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
計
算

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
た
め
、
補
強

工
事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

②
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
緑

が
丘
小
学
校
体
育
館
裏
の
延
長
約

80
メ
ー
ト
ル
の
擁
壁
に
安
定
す
る

地
盤
ま
で
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込

み
、
擁
壁
の
転
倒
を
抑
制
す
る
工

事
と
な
っ
て
お
り
、
工
事
費
は
、

４
千
万
円
で
計
画
し
て
い
る
。

③
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
中
に
完
了
を
予

定
し
て
お
り
、
学
校
運
営
に
で
き

る
だ
け
支
障
の
な
い
よ
う
学
校
と

調
整
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
保
護
者
、
子
ど
も
達
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
児
童
に
は

法
面
へ
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
学
校

を
通
じ
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
子
ど
も

達
へ
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
工
事
に
関
す
る
緑
が
丘
小
学

　
　
校
の
近
隣
住
民
に
対
す
る
周

知
の
方
法
は
。

　
　

近
隣
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い

　
　

て
は
、
工
事
期
間
中
に
お
い

て
、
工
事
車
両
が
町
内
を
走
行
し

た
り
、
振
動
が
生
じ
る
お
そ
れ
も

あ
る
た
め
、
関
係
す
る
地
域
の
自

治
会
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党

　
　
　 

板
東
聖
悟 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
福
祉
医
療
費
助
成

　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　

条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
就
学
前
・
教
育
保
育

　

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
公
営
住
宅

　
　

へ
の
入
居

　

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ

　

・
民
間
人
材
の
活
用

　

 

・（
※
１
）性
的
少
数
者
の
パ
ー
ト

　
　

ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
制
度

性
的
少
数
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
制
度

　
　
施
政
方
針
に
お
い
て
、
性
的

　
　
少
数
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

※
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域　

急

傾
斜
地
の
崩
壊
等
が
発
生
し
た
場

合
に
建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
、
住

民
等
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
著
し

い
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
区
域

　

通
称
：
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

問答

問

問

答
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プ
証
明
制
度
の
創
設
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ

た
が
、

①
当
面
の
課
題

②
市
内
で
の
問
い
合
わ
せ
状
況

③
創
設
時
期

　
　

①
同
姓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　

制
度
創
設
後
に
、
証
明
書
を

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者

へ
の
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、
性

的
少
数
者
に
対
す
る
市
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
や
商
業

施
設
で
の
パ
ネ
ル
展
示
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
み
き
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
誌
、
人
権
啓

発
冊
子
等
で
の
啓
発
に
加
え
、
市

民
じ
ん
け
ん
の
集
い
、
三
同
教
研

究
大
会
で
性
的
少
数
者
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
る
な
ど
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
、
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

②
現
時
点
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
に
関
す
る
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

③
庁
内
関
係
各
課
と
協
議
を
行
う

と
と
も
に
性
的
少
数
者
へ
の
市
民

意
識
の
醸
成
に
努
め
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
創
設
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

　
　

入
自
体
が
市
民
へ
の
一
番
の

啓
発
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

制
度
導
入
が
市
民
へ
の
啓
発

　
　

に
な
る
と
は
思
う
が
、
そ
れ

ま
で
に
当
事
者
が
差
別
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
民
意
識
の

醸
成
に
努
め
な
が
ら
制
度
創
設
を

進
め
て
い
く
。

　
　

性
的
少
数
者
へ
の
配
慮
と
し

　
　

て
、
行
政
施
設
へ
の
多
目
的

ト
イ
レ
の
普
及
に
関
す
る
市
の
考

え
は
。

　
　

多
目
的
ト
イ
レ
は
性
的
少
数

　
　

者
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の

あ
る
人
、
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
ら

れ
て
い
る
親
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ

の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
普
及
に
関

し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
生
き
づ

ら
さ
の
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
と
し
て
も
進
め
て
い

く
。

　
　

当
事
者
か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
で
は
な

く
、
法
律
上
の
婚
姻
を
求
め
る
声

を
聞
く
が
、
法
の
下
の
平
等
を
定

め
た
憲
法
第
14
条
に
違
反
す
る
と

判
断
さ
れ
た
１
年
前
の（
※
２
）札

幌
地
裁
の
判
決
に
つ
い
て
、
ま
た

同
性
婚
に
つ
い
て
、市
の
考
え
は
。

　
　

札
幌
地
裁
の
判
断
に
つ
い
て

　
　

は
判
決
が
出
て
い
る
た
め
答

弁
は
差
し
控
え
る
が
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
が
世
の
中
か
ら
認
め

ら
れ
、
自
己
肯
定
感
を
得
ら
れ
る

と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

三
木
新
党

　
　
　

 

堀　

元
子 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
教
育
行
政

　

・
公
共
交
通
政
策

　

・
農
福
連
携

 

教
育
行
政

　
　

①
（
※
１
）
イ
ン
ク
ル
ー
シ

　
　

ブ
教
育
へ
の
取
組

②
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
実
現

③
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
へ
の

対
応

④（
※
２
）ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
生
活

困
窮
世
帯
の
児
童
へ
の
早
期
発
見

の
取
組

　
　

①
市
で
は
、
一
人
一
人
の
障

　
　

が
い
の
状
態
や
教
育
的
ニ
ー

ズ
等
に
応
じ
、
児
童
生
徒
と
保
護

者
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
教

育
課
程
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
児
童
生
徒
の
障

が
い
の
状
況
に
応
じ
て
、
通
常
学

級
で
の
活
動
が
可
能
な
領
域
や
教

科
に
つ
い
て
は
、
通
常
学
級
で
共

に
学
習
す
る
時
間
を
設
定
し
て
い

る
。
仲
間
と
共
に
活
動
す
る
機
会

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
達
成
感

※
１　

性
的
少
数
者
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
証
明
制
度　

男
女
間
の

法
律
婚
と
は
異
な
る
が
、
互
い
を

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
約
束

を
し
た
性
的
少
数
者
等
の
同
性
の

二
人
に
対
し
、
自
治
体
が
公
的
に

二
人
の
関
係
性
を
証
明
す
る
制
度

（
婚
姻
関
係
と
同
等
と
み
な
す
制

度
）

※
２　

札
幌
地
裁
の
判
決　

同
性

同
士
の
婚
姻
届
を
受
理
し
な
い
こ

と
は
法
の
下
の
平
等
を
定
め
る
憲

法
第
14
条
に
違
反
す
る
と
判
断
し

た
判
決

問問

問

問答 答

答

答

答
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を
持
て
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ

ー
プ
の
設
置
、
紫
外
線
遮
断
フ
ィ

ル
ム
の
貼
付
等
、
子
ど
も
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
環
境
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

②
学
校
給
食
で
使
用
す
る
野
菜
は
、

郷
土
に
対
す
る
理
解
や
愛
着
を
深

め
る
た
め
、
年
間
計
画
を
立
て
、

可
能
な
限
り
市
内
産
の
新
鮮
で
安

心
な
野
菜
を
使
用
し
、
地
産
地
消

に
努
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
通
常
よ
り
高
価
な
市

内
産
の
野
菜
を
使
用
す
る
こ
と
で

給
食
費
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
、

市
場
価
格
と
の
差
額
分
に
つ
い
て
、

市
か
ら
令
和
３
年
度
予
算
で
約
３

５
０
万
円
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
使
用
す

る
場
合
、
材
料
費
が
さ
ら
に
高
く

な
る
こ
と
や
量
の
確
保
が
困
難
で

あ
り
、
ま
た
、
市
内
産
と
な
る
と
、

学
校
給
食
に
野
菜
を
提
供
で
き
る
規

模
の
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、導
入
は
難

し
い
と
考
え
る
。

③
小
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍

し
、
学
習
面
や
生
活
面
で
困
難
さ

は
、
欠
席
、
遅
刻
、
早
退
の
状
況

や
学
校
生
活
の
様
子
を
基
に
、
担

任
が
中
心
と
な
り
全
教
職
員
で
、

気
に
な
る
児
童
生
徒
に
声
掛
け
を

行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

家
庭
訪
問
等
を
行
い
、
把
握
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
担

任
等
が
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
話

を
個
別
に
聞
く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ウ
ィ
ー
ク
等
を
実
施
し
、
悩
み
や

不
安
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
、
教
職
員
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

研
修
の
機
会
を
設
け
、
家
庭
に
お

け
る
子
ど
も
の
実
態
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
ケ
ー
ス
会
議

等
に
お
い
て
関
係
者
間
で
情
報
を

共
有
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の

更
な
る
早
期
発
見
・
把
握
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
に
対

し
、
個
別
指
導
を
中
心
に
特
別
な

指
導
を
き
め
細
や
か
に
行
っ
て
い

く「
通
級
に
よ
る
指
導
」が
あ
り
、

小
学
校
で
約
90
名
、
中
学
校
で
約

40
名
の
児
童
生
徒
が
通
級
に
よ
る

指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

生
活
全
般
に
お
い
て
指
導
を
行

う
生
活
通
級
で
は
、「
み
ん
な
と
同

じ
行
動
を
す
る
こ
と
が
苦
手
」
、

「
集
中
し
て
課
題
に
取
り
組
ん
だ

り
、人
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ

と
が
苦
手
」と
い
っ
た
様
々
な
し
ん

ど
さ
や
悩
み
を
感
じ
て
い
る
児
童

生
徒
に
対
し
、
個
別
に
専
門
的
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
個
に
応
じ
た
支

援
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
学
校

全
体
が
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
や

児
童
生
徒
の
状
況
を
も
と
に
校
内

支
援
委
員
会
等
で
協
議
し
、
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
、
保
護
者
と

話
し
合
っ
た
上
で
専
門
機
関
に
つ

な
げ
て
い
る
。

④
児
童
生
徒
の
家
庭
生
活
の
実
情

　
走
政
ク
ラ
ブ

　
　
　 

古
田
寛
明 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

　
　

避
難
計
画
の
作
成

　

・
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　

・
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

　
　

の
策
定

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別  

避
難
計
画
の
作
成

　
　
①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
現

　
　
況
（
対
象
者
及
び
人
数
）
、避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
と

管
理

②
災
害
時
要
援
護
者
調
査
書
（
く

ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト
）
の
提
出

状
況

③
個
別
避
難
計
画
と
調
査
書
に
あ

る
個
別
支
援
プ
ラ
ン
と
の
違
い
、

個
別
避
難
計
画
は
だ
れ
が
ど
の
よ

う
に
作
成
す
る
の
か
、
ま
た
、
作

成
上
の
課
題

④
支
援
者
の
確
保
や
負
担
感
の
軽

減

※
１　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が
い
の
な

い
者
が
同
じ
場
で
共
に
学
ぶ
こ
と

※
２　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー　

本
来

は
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い

る
家
事
や
家
族
の
世
話
等
を
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も

問
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①
平
成
19
年
度
か
ら
、
自
力

　
　

避
難
が
困
難
な
方
へ
の
避
難

支
援
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
、

市
独
自
に
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

を
作
成
し
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
難
病
患
者
等
、
避
難
に
配
慮

が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

を
対
象
に
災
害
時
に
自
力
避
難
が

困
難
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
い
、

支
援
が
必
要
と
回
答
し
た
方
を
名

簿
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
６
月
の
災
害
対
策
基

本
法
改
正
に
伴
い
、
国
に
お
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成

が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
法
施
行
前

か
ら
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
で
は
そ
の
名

簿
を
義
務
化
さ
れ
た
名
簿
と
同
じ

も
の
と
し
て
よ
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
者
の
人
数
は
、
令
和
４
年

２
月
末
現
在
で
２
千
２
９
１
人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
災
害
時
要
援

護
者
名
簿
は
、
市
が
作
成
し
、
管

理
を
し
て
い
る
。

②
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
掲
載

さ
れ
た
方
の
う
ち
、
避
難
支
援
を

受
け
る
た
め
に
個
人
情
報
を
民
生

委
員
・
児
童
委
員
や
自
主
防
災
組

織
等
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
さ

れ
た
方
に
災
害
時
要
援
護
者
調
査

書
で
あ
る
く
ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー

ト
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

こ
の
く
ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト

は
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
対
象
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て

作
成
を
し
て
お
り
、
提
出
状
況

は
、
令
和
４
年
２
月
末
現
在
、
対

象
者
１
千
８
５
０
人
に
対
し
、
提

出
者
１
千
６
５
２
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
令
和
４
年
２
月
末
現
在

の
対
象
者
２
千
２
９
１
人
の
う

ち
、
支
援
は
必
要
で
あ
る
が
、
個

人
情
報
の
提
供
に
は
同
意
し
な
い

と
回
答
さ
れ
た
４
４
１
人
の
方
の

く
ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト
は
な
い
。

③
市
の
く
ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト

に
あ
る
個
別
支
援
プ
ラ
ン
は
、
国

の
定
め
る
個
別
避
難
計
画
に
該
当

し
て
お
り
、
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
対
象
者
の
自
宅
を
訪

問
し
作
成
し
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
３
年
５
月
の
災
害

対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
く

ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー
ト
の
項
目
の

中
に
避
難
路
や
避
難
経
路
図
に
関

す
る
事
項
等
を
追
加
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
項
目
の
追
加
を
予

定
し
て
い
る
。

④
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組

織
及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

連
携
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
対
象
者
と
相
談
し

な
が
ら
個
人
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
複
数
人
を
確
保
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
く
ら
し
あ
ん
し
ん
シ
ー

ト
の
作
成
を
支
援
い
た
だ
い
て
い

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

新
た
に
経
路
図
等
の
記
載
項
目
が

追
加
に
な
る
こ
と
で
負
担
が
大
き

く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
た

め
、
避
難
経
路
の
記
載
例
を
複
数

お
示
し
す
る
等
、
で
き
る
限
り
負

担
が
少
な
く
な
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　
　
支
援
内
容
の
変
更
な
ど
災
害

　
　
時
要
援
護
者
名
簿
の
更
新
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

年
に
１
回
の
点
検
及
び
修
正

　
　

に
加
え
、
年
度
途
中
に
死
亡

や
転
出
等
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は

随
時
更
新
し
て
い
る
。

議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

予備日
討論・採決等

6月　3日（金）
　　14日（火）
　　15日（水）
　　16日（木）
　　27日（月）

役員改選等5月 13日（金）

※いずれも午前10時か
　ら開催する予定です。
　詳しくは議会事務局ま
　でお問い合わせいただ
　くか、市のホームページ
　をご覧ください。

５月臨時市議会及び６月定例市議会のお知らせ

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」
　　　　   （76.1MHz）
で生放送します。

・６月定例市議会

・５月臨時市議会

※５月臨時市議会は放送
　いたしませんのでご了
　承願います。

答

答 問
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三木市議会事務局　電話0794（89）2309　　市のホームページアドレスは…ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍｉｋｉ．ｌｇ．ｊｐ/

　総務文教常任委員会及び民生産業常任委員会の審査報告に付された意見、
要望の一部をご紹介いたします。

常任委員会審査報告 抜 粋

　実際の図面を見ながら指定避難所の収容人数の見直しを図り、現地調査を行ったうえで部屋ご
との利用計画の作成まで予定されているが、その計画を有効活用し避難所指定要員と訓練を重
ねられたい。

　職員配置上、繁忙期に時間外勤務が発生するのはやむを得ない面もあるが、時間外勤務を減
らしていく意識づくりのもと、ノー残業デーの徹底などにより時間外勤務を抑制し、働き方改革に
つなげられたい。

　特定空家に認定された空き家について、旧市街地の密集地などで市が空き家を購入すること
でその地域の改善が見込まれる場合、積極的に購入し、地域の開発や改善に努められたい。

　地元の新鮮で安全なものを食べることができ、郷土愛を育むなど様々な効果があるが、流通す
る市外産物よりも高価なため、コスト意識をしっかりと持ち、より適正な価格で納入できるよう努
められたい。

　国民健康保険加入者の負担増とならないよう、特定健診受診率の向上に向けた取組を一層強
化し、保険者努力による交付金のさらなる獲得に努めるとともに、健康寿命を延ばすことにもつ
なげられたい。

　農業の担い手不足の解消とともに、障がいのある方の就労場所の確保や社会参加のために
も、農福連携は両者に意義あるものと思われるが、農業者の募集に際し、障害福祉への理解を深
め、円滑に障がいのある方を受け入れられるよう配慮されたい。

　新三木駅舎のオープン記念とあわせ、三木駅周辺の飲食店で割引が受けられるパスポートを
販売されるが、利用する側と提供する側、双方にとって魅力のある内容となるよう参加店舗の募
集や利用条件等について工夫されたい。

　現在のスケートボードのスタイルに沿ったセクションを新たに整備するが、利用者の声を広く聞
きながら、魅力のあるスケートボードパークとなるよう、整備を進められたい。

指定避難所収容人数検討業務

職員の働き方改革

空き家等適正管理事業

学校給食における地産地消の取組

国民健康保険加入者の特定健診受診率の向上

農福連携の推進

みきエキバル開催

スケートボードパークの整備




